
「水は命です」を合言葉に
地域住民の「命の水」守る公企評運動
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新新語

十番勝負

新新語

十番勝負

　自作した弁当を会社に持って行く独身男性をさす言葉。背景には、景気悪化による節約志向、メタボ
対策などの健康志向、男性の料理習慣を許容する価値観の変化などがあるとされています。販売店によ
ると、最近は、男性客による弁当箱の売れ行きも増加中だとか。

弁当男子
　風力発電所を設立するために市民が出資して運営するファンドのこと。事業資金の大半は市民の出資
ですが、残りを企業からの寄付や自治体による補助金で補充することもあります。発電された電力は電
力会社に売却し、収益は出資比率によって還元されます。

市民風車
ファンド

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

タ
テ
の
カ
ギ

❶
円
周
は
コ
レ
の
３
・
14
倍
で
す

❷
肝
要
な
箇
所
。
○
○
○
○
の
み
話
せ

❸
後
悔
。
○
○
が
残
る

❹
直
径
の
半
分
で
す

❺
代
わ
り
と
し
て
用
い
る
品

❻
○
○
○
○
○
正
銘
の
名
刀
で
す

❽
○
○
○
○
多
恨

12
一
定
の
場
所
に
住
居
を
定
め
て
住
む

こ
と

14
豚
の
カ
ツ
レ
ツ

15
男
↓
美
男
、
女
は
？

16
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
さ
ま
。
○
○

と
し
て
行
方
が
知
れ
な
い

17
個
人
の
支
出
す
る
費
用
。
公
費
の
対

18
雨
の
多
い
こ
と
。
高
温
○
○

19
コ
レ
の
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
直
接
販
売
の
略
。
○
○
○
○
○
店

❺
昆
布
と
椎
茸
で
い
い
○
○
を
と
る

❼
必
要
な
、
ま
た
は
主
要
な
原
因

❽
貸
す
こ
と
。
制
服
を
○
○
○
す
る

❾
先
輩
の
○
○
を
頼
っ
て
職
さ
が
し

10
謙
遜
と
同
義
。
○
○
○
○
○
の
美
徳

11
賢
い
弟
。
愚
兄
○
○
○
○

13
○
○
○
端
麗

14
ぬ
す
ん
だ
品
物
。
○
○
○
○
の
故
買

15
未
来
像
・
展
望
。
長
期
○
○
○
○

17
40
歳
頃
に
な
っ
て
慢
性
的
に
肩
が
痛

む
こ
と

20
選
挙
で
○
○
○
が
割
れ
る
、
○
○
○

を
数
え
る

21
交
通
事
故
を
警
察
に
○
○
○
○
す
る

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
11
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
12
月
号
の
紙
面
に
掲
載

８
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
８
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ジ
コ
ウ
セ
イ

ケ
ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
36
通
の

解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
高
橋
聡
子
（
大
阪
府
職
労
）、
▼
野

崎
務
（
堺
市
職
労
）、
▼
新
川
真
美

（
岸
和
田
市
）、
▼
渡
辺
朱
美
（
高
石

市
職
労
）、
▼
澤
井
雅
彦
（
寝
屋
川
市

職
労
）

８月号の解答
「ジコウセイケン」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：抜本改正させよう労働者○○○○○

■
40
歳
に
な
っ
て
登
山
を
始
め
ま
し
た
。山
頂
に
立
っ
た
時
の

達
成
感
は
す
ば
ら
し
い
で
す
が
、
下
山
後
の
お
風
呂
が
楽

し
み
で
す
。
全
国
各
地
に
安
く
入
れ
る
立
ち
寄
り
風
呂
が

あ
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。 

藤
原　

仁
（
和
泉
市
職
労
）

■
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ネ
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
冬
が

来
る
ん
で
し
ょ
う
ネ
。
厳
し
い
季
節
ば
か
り
が
頭
に
浮
か

び
ま
す
。
今
の
良
い
季
候
を
大
切
に
し
て
楽
し
ん
で
お
き

ま
せ
う
。 

後
藤　

安
弘
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
毎
日
の
生
活
を
家
の
ロ
ー
ン
に
追
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
マ
イ
ナ
ス
人
勧
ば
か
り
で
苦
し
い
も
の
で
す
。

今
年
こ
そ
は
国
内
旅
行
と
思
っ
て
て
も
実
現
で
き
な
い
で

す
ね
。 

小
林　

興
司
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
保
育
所
の
運
動
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
毎
年
雨
続
き
で

室
内
で
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
秋
晴
れ

の
下
、
園
庭
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
が
ク
ラ
ス

の
５
歳
児
た
ち
は
ハ
ッ
ピ
姿
も
勇
ま
し
く
、
だ
ん
じ
り
祭

の
曲
で
踊
り
ま
し
た
！ 

新
井
川　

由
香
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
夫
婦
別
性
が
、
も
し
か
し
た
ら
来
年
に
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
方
向
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
ね
。
そ
う
な
れ
ば
私
も
旧
姓
に
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
家
族
の
あ
り
方
が
認
め
ら
れ
る
社
会

に
な
る
の
が
希
望
で
す
。 

桑
野　

章
子
（
堺
市
職
労
）

セ イ キ ヨ ウ カ コ
ツ キ ナ ミ キ ケ ン
タ コ ガ ラ シ キ
イ ジ ナ ン ヨ ウ
ギ フ ド ウ ロ

キ ヨ ウ イ ク チ ヨ ウ
ヨ ウ テ ン ヨ ミ
ウ カ イ ゾ ウ チ ク

近畿の仲間と取り組んだ琵琶湖渇水対策行動（1994年10月）

労
か
ら
は
バ
ス
１
台
を
仕
立
て

て
参
加
し
、
浮
遊
物
な
ど
を
か

き
集
め
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
ま
し
た
。
当
時
の
写
真

を
見
る
と
既
に
退
職
し
た
方
が

お
ら
れ
る
一
方
で
、
当
時
青
年

で
あ
っ
た
各
単
組
の
役
員
が
今

や
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
ら

れ
、頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

自
治
労
連
だ
か
ら
こ
そ

大
き
な
共
同
が
で
き
る

　

近
年
は
大
阪
自
治
労
連
本
部

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
安
威
川
ダ
ム
は
、

い
り
ま
へ
ん
！
府
民
の
会
」
を

市
民
団
体
と
と
も
に
立
ち
上

げ
、
国
や
大
阪
府
に
よ
る
ム
ダ

な
大
型
公
共
事
業
を
や
め
さ
せ

る
府
民
的
な
運
動
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
は
水
郷
水
都

全
国
会
議
大
阪
大
会
の
事
務
局

を
担
い
、
水
を
接
点
に
し
た
住

民
と
の
共
同
の
取
り
組
み
に
も

力
を
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
公
営

交
通
に
働
く
仲
間
も
加
わ
り
、

公
企
評
が
担
う
領
域
も
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　

「
自
治
労
連
だ
か
ら
こ
そ
住

民
と
の
共
同
を
も
っ
と
大
き
く

で
き
る
」
と
確
信
し
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　1958年生まれ。1984年より堺市職労青年
部役員を始まりに、本部役員、水道支部役
員に就く。同時に自治労連公営企業評議会
（公企評）、同近畿連絡会、大阪自治労連
公企評の役員を併任。現在、自治労連公企
評議長、大阪自治労連公企評幹事長、堺市
職労水道支部執行委員長。

植本　眞司さん

「
琵
琶
湖
の
水
を
守
れ
」と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
清
掃

　

自
治
労
連
が
結
成
さ
れ
て
、

衛
都
連
水
評
（
水
道
評
議
会
）

か
ら
大
阪
自
治
労
連
公
企
評

（
公
営
企
業
評
議
会
）
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
20
年
が
た
ち
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
思

い
出
に
残
る
取
り
組
み
と
し

て
、
近
畿
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
取
り
組
ん
だ
「
琵
琶
湖
渇
水

対
策
行
動
」
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
９
４
年
、
雨
が
降
ら

ず
、
全
国
的
に
水
不
足
が
深
刻

な
問
題
に
な
っ
た
年
で
す
。
当

時
、
近
畿
の
水
瓶
で
あ
る
琵
琶

湖
も
大
渇
水
と
な
り
、
水
草
や

倒
木
、
ゴ
ミ
が
、
水
位
の
下
が

っ
た
浜
や
岸
辺
を
お
お
い
尽
く

し
、
水
質
の
悪
化
が
大
変
懸
念

さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
の
水
道

労
働
者
と
し
て
、「
黙
っ
て
見

て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
！
」
と
、
10
月
に
近
畿
の
仲

間
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
琵
琶
湖
の
大
清
掃
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

あ
の
時
の
青
年
が

今
や
中
心
的
役
割
を

　

私
の
所
属
し
て
い
る
堺
市
職
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今
年
も

個人
還元金をお届けし
ま
す

　大阪では組合員の３人に１人が
加入の「セット共済」。
　09年も、剰余金･総額３億2000万
円を原資に加入者の皆さんに個人
還元金としてお届けできることと
なりました。還元額は年間掛金の
約14％となる見込みです。（08.6
～09.5納付掛金額が算出のベース
となります）

〈集めた掛金はこうなる〉

70％70％以上以上
70％以上が給
付や還元金に
充てられる！


